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PET樹脂のフィルム特性およびPETボトル製造法・適用例

広告表示における著作権

　　現在でも、PETは、繊維材料として不動の地位を確立しており、衣料用繊維、綿、フリース材料として多く使用されている。
繊維に次に開発された製品は、フィルムである。フィルムは、包装材料として使用が始まり、現在でもパウチ包装に不可欠の材料である。
PETフィルムの優れた特性として、寸法安定性、耐熱性、表面平滑性が挙げられる。
この特性を生かして、各種のコーティングの基材としての用途が拡大している。
　繊維とフィルムの次に適用されるようになったのが、ブロー成形ボトルである。PET樹脂は、透明性が良好で、剛性があるため、
ブロー成形PETボトルは飲料用容器として非常に適しているため、現在では、金属缶に代わり、飲料用容器の主要なものとなっている。
　以上のように、PET樹脂は、種々の優れた特性をもっているため、多くの分野で適用されている。
本書では、前段でPET樹脂の各種特性と評価方法について述べ、後段でフィルムとボトルについて、その製法、特徴、用途を中心に記述した。
本書がPET樹脂を適用して新製品を開発しようとされている技術者やPET製品の販売に携わっておられるセールスエンジニアの方々に活用
して頂ければ誠に幸いである。
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PETボトル
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　……　等

　

PETボトルリサイクリング

・PETボトルマテリアルリサイクリング
・PETボトルケミカルリサイクリング
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